
基山町議会だより

シニアネット基山

久野 美津代 さんの作品
ひさ の み つ よ

ワードで作るアート（シェイプアート）、パソコンのWord
で図形を組み合わせ、色やグラデーションを工夫して描い
ています。月夜の柿の木にフクロウがとまり、手前ではた
ぬきたちが楽しそうに並ぶ、心和む作品です。
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令和７年度決算審査特 集

基山町議会では、例年９月の定例会で、「決算特別委員会」を設置し、前年度の町の決算を審査しま

す。執行された予算の額が適正だったか、使い道は正しかったか、財政の状態は健全なのかなどが

論点であり、９月の段階でこれを行うことで、次年度の予算編成への反映を求めることができます。

まずは、「監査委員」のお二人が、町の財政をどのように分析したのかご紹介します。

歳入から、歳出と翌年度に繰り越すべき財

源を引いた結果、

２億９千万円の黒字でした。
実質収支比率は5.9％で妥当な水準と考え

ます。

これまで継続して黒字を維持していること

から健全な財政運営が行われていると評価

できます。

財政力指数は0.63で、類似団体中13位、

佐賀県内の20市町中３位
でした。

比較的安定した財政基盤を有していると考

えられます。

「町民税＋固定資産税」は３年前に比べ２

億8,800万円増収しました。その主要因は

定住促進施策や企業誘致の取組の成果と認

められ、自主財源の確保に大きく貢献して

いることは高く評価できます。今後も、こ

れらの取組を継続・充実されることを期待

します。

町債残高は長期的に着実な減少傾向にあ

り、基金残高も一定水準を確保しています。

町債残高から基金残高を差し引いた額も長

期的に縮小しており、財政の持続性という

観点から良い傾向にあると評価でき、基山

町は財政規律が保たれているといえます。

町税収入は
過去最高額を更新

決算収支は健全

財政力指数は
比較的高い水準

決算書を審査した結果、関係法令に基づき適正に作成され、

決算計数も適正に表示されていることを確認しました。今回

は「財政の健全化」を主眼に審査しています。

97億
歳 入

94億
歳 出

財政の
持続可能性も良好

自前の税収で行政サービスをどれだけ賄えているか。

数値が１に近いほど財政力は強いことになります。
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数字で見る基山町の財政

ふるさと応援寄附金は前年度より大幅な減収
となりました。今後、本町が寄附金を集める魅力的な返

礼品・施策をどれだけ用意できるかが問われます。自主

財源の安定的な確保に努めていただきたいと思います。

ふるさと応援寄附金は
今後の課題

監査委員から

ひとこと

本町の財政は現時点では概ね健

全な状況にあると考えます。今

後も、これまでの成果を活かし

ながら自主財源の確保と、限ら

れた財源の効果的・効率的な活

用に努め、将来にわたって安定

した財政運営を継続されること

を期待します。
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特別委員会内でも論点に…
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ふるさと応援寄附金　3年間の推移

令和 6年度 令和 7年度
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項 目 令和７年度 監査委員の評価

実質収支比率 5.90％ 妥当な水準

財政力指数 0.63 佐賀県20市町中３位と安定

町税収入 27億8,800万円 過去最高額を更新

町債残高 54億円 毎年着実に減少

基金残高 39億円 一定の水準を確保

ふるさと応援寄附金 約３億円 前年度から大幅減収

歳入 歳出 差引額

一般会計 97億4,623万円 94億3,386万円 ３億1,237万円

国民健康保険特別会計 21億1,496万円 20億5,074万円 6,421万円

後期高齢者医療特別会計 ３億9,388万円 ３億9,184万円 204万円

収益 費用 純損失

下水道事業会計 ４億9,486万円 ４億9,536万円 50万円
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道 路

Q 舗装維持管理計画に基づく補修事

業について、大型事業等による今

後の財政負担増への対応と、道路

補修の優先順位の考え方は。

A 財政状況によっては歳出調整を行

い、事業計画の一部を遅らせる可

能性があります。優先順位につい

ては交通量だけでなく、農地への

アクセスなど地域住民の生活実態

を踏まえて判断します。

道路補修維持

定 住

車も通れない町道

A 入居率はほぼ100％です。

PFI事業により、年間約1,400万円

の家屋購入費、約730万円の指定管

理料の支出がある一方、年間約400

万円の基金積立を行い、基金残高は

現在約3,000万円となっています。

Q 子育てが終わった世帯の入居状況

は？

A 子供が18歳を超えた世帯の入居状

況は今後調査を行います。

｢アモーレ・グランデ基山」

入居状況は？

提案 損傷状況はもちろん、住民生活や農業への影響といった地域の実情を考慮して優

先順位を検討すること、また国の補助制度を積極的に活用し、計画的な補修推進に

努るよう提案しました。

提案 子育て・若者支援住宅としての目的を踏まえ、入居実態や将来の大規模修繕費などを

検証し、適切な運営を図るよう提案しました。

｢決算特別委員会」の中で特に注目された点をご紹介します。
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1,199万円

4,240万円

令和７年度ふるさと応援寄附金額は2億8,963万円であり、

寄附金額に対する民間業務委託料（ポータルサイト手数料等）

は4,240万円と返礼品原価に次いで大きい経費です。国も、手

数料に関しては問題視し、事業者へ要請を行っていますが進ん

でいません。

ふるさと納税にかかる業務委託料

図書購入費

書籍購入実績と選定方法はどのように

令和７年度は5,783冊を購入し、このうち687冊は町民からのリク

エストに基づくものでした。残る書籍については、司書が新刊情報や

専門家の推薦、出版社の見本などを参考に選定しているとのことです。

教 育
｢MY ROOM(まいるーむ)」の

現状と支援体制を確認

教育支援センター「MYROOM（まいるーむ）」では、

令和７年度に延べ1,015人の児童生徒を支援していま

す。施設の規模や支援体制について確認したところ、

立地は体育館や総合グラウンドに近く、コミュニティ

バスも利用でき、適した場所である一方、多い日は利用

者が10人以上となり、施設運営は限界の状況です。

私たち家族にとって、まいるーむは、学校へ行
くことが難しい子どもが安心して過ごし、も
う一度「やってみよう」と思えるきっかけを与
えてくれる大切な場所です （匿名希望）

町民Voice町民Voice町民Voice町民Voice

提案 県の支援終了後も継続的な財政的・人的支援

を県に求めるよう提案しました。

提案 今後も書籍の貸出状況や町民ニーズを十分に踏まえ、限られ

た予算の中で、より効果的かつ効率的な蔵書整備に努めるよ

う提案しました。

提案 経費を抑えて効率的に運用できるよう、近隣市町と連携して事業者との契約内容の

見直し・経費削減に尽力するよう提案しました。

39％返礼品費用

積み立て金 39％

委託料　14％

人件費ほか　8％

寄附金の支出内訳
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重 要
卓球を主体とした一般社団法人設立

「厳格な対応を求める附帯決議」可決

2024年に行われた国スポ・全障スポで、基山町は卓球会場になり、大

いに盛り上りました。現在、佐賀県・基山町・企業・卓球関係者で一般社

団法人設立が協議されています。議会としては、具体的運営方法・町の負

担・将来見通しが不明であることから、3点について誠実に履行するよう

附帯決議文を全議員で可決しました。

9月議会

補正総額

5億5,800万円

町
長
・
副
町
長
の
給
与
減
額

９
月
に
開
か
れ
た
議
会
で
は
、
６
件
の
条

例
改
正
案
と
、
総
額
５
億
５
８
０
０
万
円

の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

附帯決議とは、議案に賛成した上で、実施にあたり

守ってほしいことや改善してほしいことを議会の意思

として示すものです。

要 旨

設立及び支援事業の推進にあたって、将来的な事業の維

持可能性や公金の使途等極めて重要である。よって、以

下の事項を厳格に尊重し、誠実に履行することを求め、

附帯決議とする。

１．明確な将来設計及び中長期計画の策定と報告

２．財政的支援及び人員派遣の適正化

３．丁寧な町民説明と透明性の確保

物価高騰対応の給付金および定額

減税等に関する事務手続きに誤りが

あり、町に1,147万円の損失を与え

たことについて、町の責任者として

の責任を明らかにするため、町長お

よび副町長の給与を減額する条例が

可決されました。

提案 上司への速やかな報告と組織的な対応、年度を跨ぐ事業の確実な引継

ぎ、徹底したリスク管理と町民への丁寧な説明を求めました。

また、再発防止に努めるとともに、職員の業務意欲が低下しないよう

配慮し、新規補助金の獲得などにも引き続き積極的に取り組むよう提

案しました。

本件に対する

町長メッセージ

対象期間：令和8年10月1日∼

12月31日（3か月分）

※期間中の期末手当(ボーナス)も

減額後の給料月額を基準として

支給

給料月額をそれぞれ

町 長 10％

副町長 ５％

減 額

帯決議附
ふ たい けつ ぎ
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8,657万円

遊具等のリニューアルイメージが示

されました。設計のコンセプトは、児

童用複合遊具と幼児用インクルーシブ

遊具※が、安全に利用できる導線に配

慮した配置設計です。

保護者の見守り用のベンチの配置や

一角に日よけ付きボーダーベンチを設

置予定です。

総合公園北側の遊具設置 いよいよ始動！

学校でも大人気のブランコが出来て嬉しい！はやく遊びたい！
老朽化が激しい箇所があったので、新しくなるのはとても嬉しいです！
ベンチもたくさん増えるようですね。座って見守れます！

(笹川れいくん、みあちゃん、母親）

町民Voice町民Voice町民Voice町民Voice

児童用複合遊具（イメージ）

幼児用インクルーシブ遊具※

（イメージ）

提案 夏休み期間中も親子同伴で利

用されるので、暑さ対策に十

分配慮した公園づくりを行う

よう提案しました。

※多様な人々が、分け隔てなく一緒に楽しさ

を共有し遊べるように設計された遊具

12月工事開始

R9年3月完成予定

※工事期間中

使用不可
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〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

令和７年度
決算

一般会計

特別会計

国民健康保険

後期高齢者医療

下水道事業

令和８年度
補正予算

一般会計

特別会計

国民健康保険

後期高齢者医療

下水道事業

条例制定
町長・副町長の給与の特例に関する
条例の制定

条例改正
基山町認可地縁団体印鑑の登録及び証明
に関する条例の一部改正（他４件）

契 約
基山総合公園大型複合遊具等設計・設置
請負工事請負契約について（他１件）

その他
基山町下水道事業会計建設改良積立
基金の目的外使用について

規 約 三神地区環境事務組合規約の変更

意見書の採択 地方財政の充実・強化に関する意見書

附帯決議 一般社団法人設立に関する決議

私の判断（議案の採決）

（ ○ 賛成 × 反対 ）
※議長は採決に加わりません

第３回定例会

議長交際費執行状況表（令和８年７月∼９月）

支出種別 支出金額(円) 支出の相手方および行事名等

会 費 24,000 令和８年度基山経済クラブ年会費

合計件数(件) 合計額(円) 累計件数(件) 累計額(円)

1 24,000 3 34,038



令和８年９月議会9 QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

一般質問 12人のここが聞きたい！12人のここが聞きたい！

出
向
き
、
早
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頼
を
し
て
い

ま
す
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資
材
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、
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設
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選
定
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て
お
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４
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き
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込
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と
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す
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(
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流
倉
庫
建
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。
造
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完
了
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経
ち
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す
が
、
建
物
の
建
築
工
事
は
い
つ
頃
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ら
始
ま
り
ま
す
か
。

Ａ

社
長
と
面
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の
上
、
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期
の
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業
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出
を
要
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し
て
お
り
ま
す
。

現
時
点
で
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体
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な
立
地
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や
事

業
内
容
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進
出
時
期
の
決
定
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
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ち
ま
す
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建
物
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建
築
工
事
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い

つ
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始
ま
り
ま
す
か
。
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職
員
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京
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る
際
に
は
本
社
に

天あ
ま

本も
と

勉
つ
と
む

議
員

Ｑ
黒
谷
地
区
の
配
送
セ
ン
タ
ー
建
築
は
い
つ
か

Ａ

令
和
９
年
４
月
か
ら
建
築
着
工
予
定

黒谷地区の地区計画による造成地

０
％
の
ま
ま
据
え
置
い
て
い
ま
す
。

Ｑ

税
率
を
据
え
置
い
た
差
額
の
財
源

は
何
で
す
か
。

Ａ

国
保
会
計
の
財
政
調
整
基
金
が
２

億
２
千
万
円
程
度
あ
り
、
そ
れ
を
活
用

し
て
差
額
分
を
補
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

財
政
調
整
基
金
は
何
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

Ａ

税
率
抑
制
、
18
歳
以
下
の
均
等
割

減
免
分
、
特
定
健
診
の
集
団
健
診
自
己

負
担
免
除
分
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

提
案

完
全
統
一
後
も
減
免
を
続
け
る

よ
う
提
案
し
ま
す
。

町
三
役
の
給
与
に
つ
い
て

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の
給
与
は

県
内
20
市
町
中
、
町
長
19
位
、
副
町
長

19
位
、
教
育
長
18
位
で
す
。
給
与
の
引

上
げ
検
討
を
要
望
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
国
の
保
険
料
水
準

統
一
加
速
化
プ
ラ
ン
に
よ
り
、
令
和
12

年
度
に
完
全
統
一
と
な
り
ま
す
。
現
在

の
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

Ｑ

令
和
８
年
度
の
県
が
示
し
た
所
得

割
の
標
準
税
率
と
実
際
の
税
率
は
、
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

標
準
税
率
は
14
・
０
６
％
で
す
。

実
際
の
税
率
は
令
和
６
年
度
か
ら
14
・

Ｑ

国
保
税
率
の
県
内
完
全
統
一
状
況
は

Ａ

財
調
基
金
を
利
用
し
段
階
的
に
上
げ
る

中な
か

牟む

田た

文ふ
み

明あ
き

議
員

保険料水準統一加速化プラン
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町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
行
政
手
続
の
拡
充
を

Ｑ

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ニ
ュ
ー
に

｢
損
傷
通
報
｣
を
設
け
、
町
内
の
道
路
等

の
損
傷
や
危
険
箇
所
に
つ
い
て
、
町
民

か
ら
の
情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
把
握

す
る
た
め
に
、
写
真
や
位
置
情
報
等
を

添
え
て
通
報
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
で

き
ま
せ
ん
か
。

Ａ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い
つ
で

も
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
報
で
き
る
よ

う
、
導
入
に
向
け
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

各
種
健
診
や
10
月
か
ら
始
ま
る
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
も
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か

ら
予
約
が
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ

各
種
健
診
は
対
象
の

業
務
を
整
理
し
導
入
を
検

討
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
、
実
証
実
験
の
際
、
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
予
約
受
付
し

た
の
で
導
入
し
ま
す
。

育
休
中
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
を

Ｑ

国
は
、
保
護
者
が
育
児
休
業
中
で

も
、
児
童
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利

用
で
き
る
と
明
確
に
示
し
ま
し
た
。
本

町
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ

こ
れ
ま
で
育
児
休
業
中
は
、
利
用

停
止
と
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
10

月
１
日
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
見
直
し

ま
す
。
９
月
中
に
保
護
者
や
広
報
﹁
き

や
ま
﹂
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し

ま
す
。

Ｑ
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
﹁
損
傷
通
報
﹂
導
入
を

Ａ

導
入
に
向
け
進
め
ま
す

大お
お

久く

保ぼ

由ゆ

美み

子こ

議
員

に
ど
う
対
応
し
ま
す
か
。

Ａ

物
価
高
の
影
響
で
高
額
品
か
ら
生

活
品
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
地
産
の
魅

力
あ
る
返
礼
品
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

Ｑ

サ
イ
ト
利
用
の
手
数
料
が
高
く
、

経
費
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
国
も
問
題

視
し
て
い
ま
す
が
対
応
は
。

Ａ

国
か
ら
手
数
料
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
要
請
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
、
観
光

や
移
住
施
策
に
も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が

必
要
で
あ
り
、
行
政
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

ま
す
か
。

Ａ

住
民
が
何
を
求
め
、
何
を
必
要
と

す
る
か
検
証
す
る
た
め
に
重
要
で
す
。

提
案

町
行
政
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ

ク
シ
ョ
ン
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
８
年
度
見
通
し
は

Ａ

当
初
予
算
ど
お
り
の
５
億
を
目
標

佐さ

々さ

木き

敎の
り

雄お

議
員

Ｑ

９
月
末
で
１
億
２
千
万
円
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
あ
と
６
か
月
で
３
億
８
千

万
の
寄
付
額
が
必
要
に
な
る
が
、
具
体

的
な
対
策
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
掲
載
表
示

の
見
直
し
、
記
載
内
容
の
見
直
し
、
ま

た
新
た
に
地
元
業
者
か
ら
98
品
目
の
返

礼
品
を
追
加
し
、
目
標
を
目
指
し
ま
す
。

Ｑ

近
年
の
寄
付
者
の
ニ
ー
ズ
の
変
化

ふるさと納税の増額が町民を豊かにします

町公式LINEのスマホ画面
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訳
相
談
所
を
設
置
し
、
手
続
き
や
相
談

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
情
報

保
障
を
町
と
し
て
導
入
す
る
考
え
は
。

Ａ

先
進
自
治
体
の
導
入
事
例
を
参
考

に
、
手
話
リ
ン
ク
︵
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
︶
の
導
入

に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

条
例
制
定
ま
で
の
具
体
的
な
手
順

と
、
制
定
時
期
の
目
標
は
。

Ａ

令
和
９
年
度
内
の
上
程
を
目
指
し

当
事
者
や
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
を

重
ね
、
素
案
を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
後

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
実

効
性
の
あ
る
条
例
と
な
る
よ
う
、
丁
寧

に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

手
話
を
ど
の
よ
う
な
言
語
と
し

て
、
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

手
話
は
独
自
の
文
法
や
構
造
を
持

つ
言
語
で
あ
り
、
音
声
言
語
と
同
様
に

意
思
疎
通
や
情
報
取
得
、
自
己
表
現
を

行
う
た
め
の
重
要
な
言
語
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

視
覚
障
害
が
あ
る
方
へ
の
窓
口
対

応
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ

指
差
し
や
筆
談
で
対
応
す
る
ほ

か
、
月
２
回
程
度
、
役
場
内
に
手
話
通

水み
ず

田た

志し

保ほ

議
員

Ｑ

手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
ど
う
進
め
る

Ａ

実
効
性
の
伴
う
条
例
制
定
を
目
指
す

手話で「ありがとう」

Ｑ

基
金
の
補
助
期
間
終
了
後
も
、
地

域
に
必
要
な
公
益
活
動
を
続
け
る
団
体

を
、
活
動
実
態
に
応
じ
て
支
援
で
き
ま

せ
ん
か
。

Ａ

こ
の
基
金
は
団
体
の
自
立
を
目
的

と
し
て
お
り
、
継
続
的
な
支
援
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
民
や
団
体
の

声
を
聞
き
、
制
度
の
改
善
や
他
の
支
援

制
度
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

地
域
の
草
刈
り
を
誰
が
支
え
る
の
？

Ｑ

高
齢
化
な
ど
で
地
域
に
よ
る
草
刈

り
が
困
難
に
な
る
前
に
、
町
と
地
域
が

今
後
の
管
理
方
法
を
相
談
す
る
仕
組
み

を
つ
く
れ
ま
せ
ん
か
。

Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ア
ダ
プ
ト
・
新

ア
ダ
プ
ト
、
業
務
委
託
な
ど
、
状
況
に

応
じ
て
段
階
的
に
対
応
し
ま
す
。
継
続

が
困
難
で
担
う
団
体
も
な
い
場
合
は
、

町
職
員
や
業
者
へ
の
委
託
な
ど
に
よ
り

維
持
管
理
し
ま
す
。
困
難
な
ら
町
が
管

理
し
ま
す
。

提
案

地
域
の
善
意
に
頼
る
だ
け
で
な

く
、
限
界
を
迎
え
る
前
に
、
町
と
地
域

で
次
の
担
い
手
を
考
え
る
仕
組
み
が
必

要
で
す
。

Ｑ
ま
ち
づ
く
り
基
金
、
そ
の
先
ど
う
支
え
る
？

Ａ

活
動
団
体
は
町
の
宝
で
す

中な
か

村む
ら

絵え

理り

議
員

地域で支える河川敷の草刈り
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Ｑ

建
替
え
構
想
か
ら
10
年
程
度
か

か
っ
て
も
、
残
留
世
帯
の
た
め
に
跡
地

の
有
効
活
用
計
画
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
割
田
団
地
は
約
12
年
後
に
は
立
替

え
の
検
討
に
入
り
ま
す
。
今
後
の
計
画

を
す
ぐ
に
で
も
打
ち
出
す
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

Ａ

基
山
駅
東
側
の
全
体
構
想
を
検
討

し
、
割
田
団
地
の
在
り
方
も
あ
わ
せ
て

考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

園
部
団
地
移
転
後
の
跡
地
の
計
画
は

Ａ

残
ら
れ
る
世
帯
が
い
る
の
で
未
定

松ま
つ

石い
し

健け
ん

児じ

議
員

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
財
政
計
画

Ｑ

当
管
理
計
画
の
改
定
時
期
は
い
つ

で
す
か
。
ま
た
財
政
計
画
と
併
せ
、
物

価
や
労
務
単
価
の
上
昇
は
考
慮
さ
れ
ま

す
か
。

Ａ

来
年
３
月
に
改
訂
予
定
で
す
。
中

長
期
財
政
計
画
と
の
整
合
性
を
考
慮

し
、
物
価
高
騰
等
を
踏
ま
え
て
算
出
し

ま
す
。

Ｑ

園
部
団
地
の
移
転
計
画
で
は
、
令

和
10
年
４
月
に
は
新
た
な
場
所
に
建
設

さ
れ
る
町
営
住
宅
の
入
居
開
始
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
園
部
団
地
跡
地
の

今
後
の
活
用
計
画
は
考
え
て
い
ま
す

か
。

Ａ

現
在
26
世
帯
が
入
居
中
で
す
。
転

居
を
望
ま
な
い
約
10
世
帯
は
無
理
に
退

去
さ
せ
ず
、
特
に
﹁
絶
対
に
転
居
し
た

く
な
い
﹂
世
帯
は
１
代
に
限
り
居
住
継

続
を
認
め
る
方
針
な
の
で
、
今
後
の
計

画
は
現
在
白
紙
状
態
で
す
。

Ｑ

住
宅
支
援
制
度
の
利
用
状
況
と
成

果
を
伺
い
ま
す
。

Ａ

平
成
28
年
度
の
制
度
開
始
以
来
４

５
６
件
の
方
に
交
付
し
、
そ
の
う
ち
町

外
か
ら
２
７
６
件
９
１
１
人
の
方
が
移

住
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ

空
家
活
用
補
助
金
と
住
宅
取
得
補

助
金
に
連
動
す
る
部
分
は
あ
り
ま
す

か
。

Ａ

両
補
助
金
の
併
用
申
請
は
可
能

で
、
中
古
住
宅
を
購
入
し
リ
フ
ォ
ー
ム

し
て
か
ら
住
む
よ
う
な
場
合
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ

住
み
替
え
支
援
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

Ａ

町
内
ア
パ
ー
ト
等
に
お
住
ま
い
の

方
が
、
住
宅
を
取
得
し
た
際
に
も
活
用

が
可
能
で
、
住
み
替
え
支
援
の
効
果
が

出
て
い
ま
す
。

Ｑ

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の
利
用

状
況
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ

平
成
30
年
度
の
創
設
以
来
、
70
人

の
方
が
基
山
に
移
住
さ
れ
ま
し
た
。
県

の
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
申

請
条
件
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
利

用
者
に
制
度
の
周
知
を
し
っ
か
り
行
う

必
要
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ

住
宅
取
得
支
援
制
度
の
効
果
は

Ａ

連
続
人
口
増
、
税
収
額
増
に
寄
与

桒く
わ

野の

久ひ
さ

明あ
き

議
員

若者世代の移住定住が進む塚原地区

移転後の計画が立っていない園部団地
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Ｑ

13
区
公
民
館
の
西
側
に
あ
る
二
つ

の
池
の
う
ち
東
側
の
池
、
桜
の
堤
の
埋

め
立
て
と
、
そ
の
周
辺
の
樹
木
伐
採
な

ど
、
周
辺
景
観
を
よ
く
し
て
ほ
し
い
の

で
す
が
。

Ａ

10
月
に
伸
び
て
い
る
枝
の
剪
定
を

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
将
来
的
に
た
め

池
の
埋
め
立
て
計
画
を
し
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当
の
周
知
徹
底
を

Ｑ

認
知
症
の
人
も
、
肢
体
不
自
由
の

人
も
、
要
介
護
の
人
も
条
件
が
満
た
さ

れ
れ
ば
国
か
ら
特
別
障
害
者
手
当
が
も

ら
え
ま
す
。
そ
の
周
知
徹
底
を
し
て
ほ

し
い
の
で
す
が
。

Ａ

こ
の
手
当
の
対
象
は
日
常
生
活
に

特
別
な
介
護
を
要
す
る
20
歳
以
上
の
方

で
す
︵
医
師
の
診
断
書
が
必
要
。
所
得

制
限
あ
り
。
︶
。
月
額
３
万
４
５
０
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

広
報
な
ど
で
そ
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

Ｑ

町
は
町
民
提
案
制
度
な
ど
で
、
住

環
境
の
整
備
に
積
極
的
に
努
め
て
い
ま

す
。
５
区
と
８
区
の
境
の
町
道
永
田
線

は
水
路
と
狭
い
道
路
が
並
行
し
て
い

て
、
車
の
離
合
が
で
き
な
い
箇
所
が
あ

り
ま
す
。
離
合
で
き
る
場
所
を
早
急
に

設
置
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

Ａ

今
、
ど
こ
に
設
置
す
る
か
関
係
者

と
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大お
お

山や
ま

勝か
つ

代よ

議
員

Ｑ

町
は
地
域
の
住
環
境
の
整
備
を

Ａ

要
望
は
早
く
検
討
し
た
い

町道永田線の狭い道路

力
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

人
口
減
少
を
理
由
と
し
た
﹁
特
定

地
域
﹂
の
指
定
は
、
各
市
町
村
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
格
差
が
出
る
と
考
え
ま
す

が
、
見
通
し
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

基
山
町
を
含
む
１
市
３
町
は
該
当

し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

０
歳
～
２
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
を

Ｑ

保
育
料
の
無
償
化
は
全
国
で
広
が

り
、
県
内
で
も
多
久
市
、
太
良
町
、
唐

津
市
、
嬉
野
市
が
完
全
無
償
化
や
一
部

無
償
化
し
て
い
る
。
基
山
町
で
は
第
３

子
が
無
償
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
拡
充

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
財
政
も
県
内
で

は
強
い
方
で
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

Ａ

第
１
子
か
ら
の
無
償
化
に
は
１
億

円
、
半
額
に
は
６
４
０
０
万
円
が
必
要

で
す
。
今
後
必
要
な
軽
減
措
置
に
つ
い

て
は
検
討
し
ま
す
。

Ｑ

介
護
保
険
制
度
は
、
利
用
料
の
２

割
負
担
の
拡
大
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料

化
、
要
介
護
１
・
２
を
保
険
給
付
か
ら

外
す
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
お
り
問
題
で

す
。
来
年
度
か
ら
の
保
険
料
は
引
き
上

げ
る
べ
き
で
な
い
と
思
い
ま
す
が
ど
う

考
え
ま
す
か
。

Ａ

現
在
策
定
し
て
い
る
計
画
の
中

で
、
過
度
な
負
担
を
求
め
な
い
よ
う
努

Ｑ

介
護
保
険
料
を
上
げ
る
べ
き
で
な
い

Ａ

過
度
な
負
担
を
求
め
な
い
よ
う
努
力

松ま
つ

石い
し

信の
ぶ

男お

議
員

安心して子育てできる環境を
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一般質問13人のここが聞きたい！12人のここが聞きたい！

定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

提
案

今
後
、
規
制
緩
和
を
悪
用
し
﹁
法

の
目
の
網
を
く
ぐ
る
﹂
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
土

地
が
正
し
く
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、

実
態
把
握
や
監
視
に
加
え
、
中
山
間
地

域
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
だ
取
組
を
強
く
望
み
ま
す
。

Ｑ

中
山
間
地
の
土
地
利
用
適
正
化
を
問
う

Ａ

監
視
強
化
と
空
き
家
活
用
を
推
進

工く

藤ど
う

絵え

美み

子こ

議
員

Ｑ

市
街
化
調
整
区
域
の
無
秩
序
な
開

発
や
違
法
な
土
地
利
用
を
防
ぐ
た
め
の

体
制
の
現
状
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

市
街
化
調
整
区
域
で
は
開
発
や
農

地
転
用
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、

特
定
盛
土
等
も
県
の
許
可
が
必
要
で

す
。
違
反
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
県

が
調
査
や
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

空
き
家
や
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す

る
課
題
へ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

Ａ

空
き
家
バ
ン
ク
や
活
用
補
助
金
で

利
活
用
を
促
進
し
、
適
正
な
管
理
を
促

し
ま
す
。

Ｑ

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
独

自
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
条
例
の
検

討
を
進
め
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ

独
自
の
条
例
等
は
検
討
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
景
観
計
画
や
景
観
条
例
の
制

住民の力で守られている田園風景

Ｑ

キ
ン
グ
ダ
ム
幕
を
譲
り
受
け
て
は

Ａ

関
係
者
と
協
議
し
ま
す

重し
げ

松ま
つ

一か
ず

徳の
り

議
員

い
る
キ
ン
グ
ダ
ム
幕
を
譲
り
受
け
て
町

内
で
活
用
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ

県
に
お
い
て
も
、
保
存
や
再
活
用

が
出
来
な
い
か
関
係
者
と
協
議
し
て
い

ま
す
。
現
時
点
で
は
譲
渡
は
難
し
い
状

況
で
す
。

Ｑ

佐
賀
県
議
会
で
も
キ
ン
グ
ダ
ム
と

コ
ラ
ボ
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

奇
跡
に
近
い
取
組
だ
っ
た
と
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
基
山
町
で
も

続
け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

Ａ

私
た
ち
の
思
い
も
同
じ
で
す
。
原

先
生
や
出
版
元
を
は
じ
め
佐
賀
県
に
お

願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

提
案

も
し
コ
ラ
ボ
が
出
来
た
ら
様
々

な
取
り
組
み
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

佐
賀
県
は
﹁
キ
ン
グ
ダ
ム
﹂
と
コ
ラ

ボ
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
９
月
30
日

ま
で
し
て
い
ま
す
。
キ
ン
グ
ダ
ム
空

港
、
キ
ン
グ
ダ
ム
温
泉
、
そ
し
て
キ
ン

グ
ダ
ム
全
巻
を
東
よ
か
堤
防
に
巨
大
幕

と
し
て
掲
示
し
て
い
ま
す
。

基
山
町
も
一
緒
に
取
組
が
出
来
な
い

か
質
問
し
ま
し
た
。

Ｑ

期
間
終
了
後
、
堤
防
に
掲
示
し
てキングダム全巻が掲示されている
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基肄城跡整備事業について

基肄城跡保存整備事業の進捗状況について現地視察を行い、説明を受けました。

平成30年７月豪雨の復旧工事による遅延を経て、令和５年度より本格始動してい

ます。計画は前後期各10年の20年計画で、現在は前期−1（令和５∼９年度）を実施

中です。

令和７年度までの事業費は計1億3,033

万円（国50％、県・町各25％）で、遊歩道

や案内サインを整備し、登山者が増加す

るなど成果も出ています。

委員会からは、景観調和や経費削減に

加え、ボランティア等と連携した情報発

信での魅力向上や、財政支援の確保を提

案しました。

里山保全の取組について

基山町では、人口減少や生活の変化などに

より、手入れされない里山が増え、竹の侵入

による環境の荒廃や保水力の低下が心配さ

れています。

特定非営利活動法人かいろう基山は、約

60人の会員で里山整備を行い、これまで約

5.7haを整備、年間約1,200本の竹を伐採し

ています。伐採した竹を活用した堆肥「基

山の力」は県のコンクールで最優秀賞を受

賞。担い手育成にも取り組んでいます。

委員会では、活動の意義を町民に広く知っ

てもらい、参加しやすい仕組みづくりを提

案しました。

総務文教常任委員会

厚生産業常任委員会
委員会レポート
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広報広聴常任委員会

子どもたちの通学見守りが、

健康の秘訣と先輩が言っていた。

元気な子どもばかりではない。

親に叱られたのだろうか？

うつむき加減の子どもに「おはよう」と

声をかけ、一緒に歩く。

私も時にはふさぎ込むが、

子どもたちに励ましてもらおう∼

おじちゃん、がんばれ∼

（重松一徳）

編 集 後 記

12月議会のご案内

日 月 火 水 木 金 土

１

会期決定

提案理由

２

一般質問

３

一般質問

４

一般質問

５

６ ７

議案審議

委員会付託

８

委員会

９

委員会

10 11

委員長報告

討論・採決

12

※日程は変更になる場合があります。

10月３日（土曜日）、基山中学校３年生による「中学生議会」が開

催されました。今回で８回目となる中学生議会。初めての議員バッ

ジを胸に着け、あるいは町長や課長になりきって本番に臨みました。

果たして、３つの議案は通ったのか…？ 次号の特集にご期待く

ださい！

Youtube で
見れちゃいます

実は…

速
報
！

中
学
生
議
会

議
会
は
ネ
ッ
ト
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

今回の表紙を飾ってくださった久野さんが所

属する「シニアネット基山」は、パソコンやイ

ンターネットを通して、お互いに交流を深め

ながら仲間作り、生き甲斐づくりを行い、楽し

むと同時にシニアの経験を活かして「奉仕さ

れるより、奉仕しよう！」をモットーに地域に

貢献することを目的に活動されています。

サークル紹介

◇活動日

毎週木曜日 12:00∼15:00

日曜日 9:00∼12:00

Wordを使ったパソコン

アートの勉強は月に１回

行っています。

◇お問合せ

基山町文化協会事務局

（まちづくり課 92-7945）


